












































考―」 （同『中世史料との対話』 、吉川弘文館、二〇一四年、初出二〇〇三 ・ 二〇一四年）
























によると、節会の時、警備責任者役 者が使う石帯だと う。またある説によると、朝廷 お祝いの席で用い ものだという。はたまた神事御装束の時、天皇がこの石帯をお着けになるとも言われているようだ。
　　
この石帯は、先年、故足利義満殿が伏見殿へいらっしゃた折に、




そのような珍しい品なので、今回、この石帯を足利義持殿へ献上することにした。 は、何 しら足利家にご縁 ある品な だろう。私の代になって献上することになるとは、なにか不思議な巡り合わせである。
  　
























































































































た。そうしたら、 下女はたちまち年老いた狸 姿になってしまった。人々が殴りつけ、 引きずり回したので、 狸は死 まっ そうだ。まれにみる不思議な出来事だ。
十一日、晴。鹿苑院主から書状が来た。明日、田向三位を鹿苑院へ寄
こすようにとのことだった。
室町殿の反応十二日、 晴。椎野寺主がやって来た。田向三位は、 早朝、 京都へ出か 、









































































  思うところがあって、少しお祝い気分で詠んだ。田向三位は、しきりに感心していた 連歌会の参加者は 私・椎野寺主・田向三位・重有朝臣・長資朝臣・冷泉正永・善基・生島明盛・行光らである。
　　
連歌会に先だって、 まず田向三位が立ち上がり、 私の前に盃を持っ













松上皇様への取り次ぎはまだ行われていないらしい。室町殿は二十日から北野天満宮にお籠もりになっている。 広橋は、 このところずっと風邪だという。それやこれやで、上皇様への取り次ぎが進んでいない いうこ を、鹿苑院主が話 てくれたそうだ。
二十九日、晴。豊原郷秋が来た。一越調の曲を十、次に平調の曲を七





















































































































































































さて、 即成院の盗人について捜査をさせた。 伏見荘全体、 殿原 （※） ・
寺庵 ・ 人供行者 （※） ・ 村人たち ど、 べての 々を御香宮に集めて、神前で起請文（※）を書かせた。その場で起請文 失（しつ）が出た者を捕まえようと準備していた。しかし、特に失が出た者はいなかっ 。まずはよかった。七日間の間、失が出た者を処罰し う。
※殿原（とのばら）…村落で「○○殿」と呼ばれる有力者。地侍。※人供行者 にんくぎょうじゃ）…寺の修行者であろうが、未詳。※起請文 （きしょうもん ある事柄に対する誓約書。虚偽があれば、
神の罰を蒙るものとされた。その罰のあらわれとして 鼻血を出すなどの失（しつ）が出るものと考えられていた。
三日、 晴。綾小路信俊前参議が来た。このところ来ていなかったので、














































































































郎善理に対し、 「三木三郎が盗人であることが判明した。三郎の身柄をこちら 寄こしなさい」と命じた。とこ が三木善理は やむやな返事しかせず、 さらには 「三郎は外出してい 不在です」 と言ってきた。
　　
かくなる上は、強制的に逮捕しようと伏見荘の役人たちは話し







めて夕涼みをする会合をおこなった。 今日の当番は、 対御方 ・ 近衛局 ・我が妻である今参局庭田幸子である。 祇園祭の内祭も兼ねて行った。
三木三郎の金打　　
さて盗犯のことだが、昨夜、三木助太郎善理が小川禅啓の家に来

















































子を偵察させたところ、皆どこかへ逃げ去ったようで、今は誰も居ないとのことだっ 。 の事に関して、三木三郎らを逮捕するかどうかいろいろと会議をした。 翌日の明け方になって逮捕することで、役人たちの意見が一致し 。
貞成の考え　　
私がつらつらと考えてみるに、 ところ京都の要 はみな上皇























































































































たまう、公卿下臈より次第にこれを擲つ」 、 「賽と筒を召 （中略）賽は皆、 六目なり」 、 「攤を打 」 （ 『図書寮叢刊
　
仙洞御移徙部類記』







































































たことへのお祝いを申し入れた。勾当局にも同様 書状でお祝 を申し述べた。室町殿へも、常宗 通して、お祝いを申し入れた。今夜、上皇御所で仁王会（にんのうえ）が行われ そうだ。
三木一族からの没収地二十四日、晴。 「三木一族から没収した領地の半分を 私にお預けく
　































直接会って、 盗人の事件 ついて詳しく報告したという。富樫は 「室
　
町殿へきちんと報告い します ないが ろ はい しません」と
　















寿蔵主が当番で幹事役を勤める御前船 酒宴 （※） のためだといっ























































































































































































































































































































































公行左大臣の病気見舞のためである。 病状は少し持ち直したらしい。しかし、 まだ身体の自由 利かず、 全快というわけではないようだ。重有は左大臣の病床で、少しの間 対面した 。御使者を下されて、恐れ多くうれしく思っておりますと仰っ そうだ 今出川左大臣は今年、五十三歳になる。

































児たちが一献のお酒を持って来てくれた。先日、没収地 小さな田地を寄付したこと 礼だという。 献上されたお酒一献が重なって、何献にも及んだ。酒宴には田向三位たちも参加し 。
四日、晴。綾小路信俊前参議が一献のお酒を持参してきた。八朔の贈
























































































































































































































を話した。所司 は「分かりまし 、ないが ろにはしません」と答えたそうだ
 （続）

